
まちの話題まちの話題

給食でモンゴルの食文化に触れる

　子どもたちに、様々な食文化

に触れてもらうため、学校給食

でモンゴル風料理が提供されま

した。この日のメニューは、ボ

ダテ・ホーラカ（モンゴル風

チャーハン）、バンシ・テ・

シュル（モンゴル風水餃子）などで、給食で食べやす

いよう少し味付けを変えたものです。モンゴルの昼

食・夕食は、ごはんやうどんが主で、ごはんはチャー

ハンのように肉や野菜と一緒に炒めることが多いとの

ことです。

　モンゴル出身の交流支援員、エレデネジャブ・ノミ

ンさんは、「モンゴルの料理を、おいしい・また食べ

たい・一緒に作りたいと感じてくれたらうれしい」と

話し、給食を食べた児童は、「おいしい！」と口々に

話していました。
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　毎年恒例となっている、宮崎県日南市への雪のプレ

ゼントが今年も行われました。この事業は日南町商工

会と日南市の日南商工会議所との交流事業の一環とし

て平成元年から行われており、今年は日南市の吾田小

学校へ日南町の雪が贈られました。

　日南町商工会事務長の面田公代さんは、「日南市の

子どもたちが喜ぶ顔

を想像しながら楽し

く詰めて」と日南小

学校1年生の児童に呼

びかけ、児童は一生

懸命雪を集めて箱に

詰めていました。

日南市の小学校へ雪のプレゼント29
１

おもだ きみよ

あがた

９　  広報にちなん令和６年３月

　道の駅にちなん日野川の郷が開発した新商品「阿毘

縁りんごショコラ」の発表会が、役場庁議室で行われ

ました。この商品は、林冨實代さん（下阿毘縁）が提

供したりんごリキュールを使用したチョコレートで、

林さんは「食べ終わっても、りんごのまろやかな甘み

が口の中に残る」と話していました。

　伯備線生山駅・上石見駅開業 100 周年事業の一環と

して作られたこの商品は、ラベルに JR 生山駅舎のイ

ラストが描か

れ、特急やくも

号の車体をイ

メージした色づ

かいとなってい

ます。

　中村町長は、

「地元の方々が

連携して新商品

を作ってくだ

さったことに感

謝している。今

後 PR に努めた

い」と話してい

ました。

道の駅新商品
阿毘縁りんごショコラ30
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はやし ふみよ

文豪・井上靖氏をしのび　碑前祭

　小説家で日南町名誉町民である井上靖氏の命日にあ

たるこの日、神福の井上靖記念館「野分の館」で「碑

前祭」が行われました。今年は井上氏の没後 33 年に

あたり、碑前祭は 30回目でした。

　碑前祭では、始めに能登半島地震の被災地に向け黙

とうを捧げた後、日南町を舞台にした小説『通夜の客』

の一節を参加者が朗読しました。文学碑の前には、井

上氏とゆかりのある塩ぼた餅を供えて井上氏をしのび

ました。
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いのうえやすし

届いた雪で遊ぶ吾田小学校の児童

まちの話題まちの話題
火災・災害を防ぐため、団結して

消防出初式

　令和６年日南町消防出初式が行われ、消防団員や関

係者ら約100人が参加しました。はじめに、総合文化

センターさつきホールで式典があり、消防団員へ表彰

状が授与されました。また、昨年発生した火災に出動

し、初期消火と現場の安全管理に尽力された宝谷・折

渡・印賀・菅沢の各自営消防団へ感謝状が贈られまし

た。式典後は消防車のパレードののち、旧かすみ荘周

辺から日野川への一斉放水が行われました。

　日南町消防団の中嶋研一団長は、「有事の際に迅速

かつ的確な消防活動が行われるよう、関係機関と連携

を強め、団員の消防精神を養い、さらなる技術の錬磨

に努めていく」と話しました。
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　日南町無形民俗文化財に指定されている正月の伝統

行事「霞のドンドさん」が行われました。

　田んぼの中央に立てられた青竹の支柱から八方に張

られた縄には、縁起物の猿のぬいぐるみが結び付けら

れています。その中でも、「天下」と呼ばれる一番大

きな猿を取ると、その一年に幸福が訪れるといわれて

います。

　今年の「天下」を取った山田和也さん（霞）は、

「能登地方が地震で大変なので、皆元気で過ごせるよ

う早く復興してほしい」と話していました。

「天下」をつかめ！霞のドンドさん14
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  広報にちなん令和６年３月　  ８

やまだ かずや

なかしま けんいち

　米・メジャーリーグ「ロサ

ンゼルス・ドジャース」

の大谷翔平選手が日本全

国の小学校に寄贈した野

球グローブが、日南小学

校に届きました。

　日南小学校では、三上恵子校

長から代表の児童がグローブを受け取り、キャッチ

ボールを披露しました。

　グローブに同封された手紙には、「子どもたちに、

野球に興味を持ってもらうためにグローブを寄贈し

た。このグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、

勇気づけるためのシンボルになれば」といった旨の

メッセージが書かれており、「野球しようぜ！」の一

言で締めくくられていました。

「野球しようぜ！」
大谷選手からのグローブが到着！19

１

おおたにしょうへい 　（公財）日本鳥類保護連盟の

主催で開催された「令和６年度

愛鳥週間ポスター原画コンクー

ル」で、日南中学校３年の安達

萌桃さんが、日本鳥類保護連盟

会長賞を受賞しました。

　この日は日南中学校で伝達式

が行われ、鳥取県西部総合事務

所環境建築局の平木尚一郎局長

から安達さんへ表彰状が贈られ

ました。

　安達さんの作品は、鳥取県代表の9点のうちの一つ

として同コンクールへ出品されていたもので、応募総

数12,834点（中学生の部）の中から同賞を受賞しまし

た。

愛鳥週間ポスター原画コンクール
安達萌桃さんが優秀な成績1５
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みかみ けいこ

ひらき しょういちろう

あだち

もも

総裁賞

環境大臣賞

文部科学大臣賞

林野庁長官賞

連盟会長賞

入選

応募総数

 －

1

1

1

3

5

21,035

小学生 中学生 高校生 計

 －

1

1

1

3

15

12,834

1

1

1

1

3

14

1,475

1

3

3

3

9

34

35,344


